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曜善

欝
日
罰
金
龍
一
商
ウ
ォ

i
ク
一
フ
ロ
i
裁
鶴
子
大
金

W
H
沼
が
閥
品
え
っ
隠
れ
つ
す
る
コ
ー
ス
菅
、

総
畿
が
長
く
ベ
テ
ラ
ン
が
事
い
て
も
議

足
す
る
コ

i
ス。

マ
半
賀
汲
鍛
蜘
鵬
吋
.4i
ス
チ
災
泊
を
い

ろ
い
ろ
な
免
疫
か
ら
な
が
め
、
開
叫
哨
酬
の

史
跡
に
も
触
れ
な
が
ら
難
し
く
帯
け
る

す
務
加
資

1
人
2
0
0
m
n

コ
i
ス。

V
串
L
滋
み
ハ
ぎ
キ
に
給
額
一
コ

i
ス、

V
-
h
く
ら
く
3
1
ス
街
中
齢
、
経
町
内

務
郎
事
刊
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
後
綴
番
身
体
的
ハ
ン
デ
考
ヤ

Y
7を
関
わ
ず
‘

号
を
明
知
院
し
、

s
R凶
器
〈
土
、
溺
印
ゲ
}
ム
を
品
取
り
入
れ
た
り
し
て
…
日
を

税
総
〉
ま
で
に
ゆ
尚
一
P
6
9
6
市
災
体
育
機
し
く
す
ご
せ
る
コ
ー
へ
惑
い
す
で

舘

肉

体

府

内

線

へ

の

害

総

も

大

歓

迎

6

な
お
、
当
日
品
y
d
M
も
行
い
ま
す
q

w

v

フ
ァ
ミ
リ
2
コ
ー
ス
子
熱
か
ら
い
ね

い
り
~
年
骨
骨
り
ま
で
申
単
位
桝
で
協
力
し
て
蹴
問
削
聞
を

パ
ラ
エ
w
ア
ィ
に
窓
ん
だ
解
い
た
り
、
純
子
で
枕
憾
の
部
闘
い
か
で
き
る

5

つ〆の治時一
i
ス
ょ
ふ
史
に
数
れ
る
な
ど
、
ふ
れ
あ
い

/

イ

ケ

パ

ミ

¥

-

大

mw
に
し
た
コ

i
ス
a

刀

i
ス
は
、

3
1
6
J
の
F
0
3
i
ス
o

V
タ
イ
ム
ス
ワ
ッ
プ
コ
I
X
{
史
跡
、

自
分
た
ち
め
チ
ー
ム
に
合
q

た
コ
!
ス
文
学
)
争
相
民
沼
阻
削
減
的
歴
史
師
体
制
臓
を

を
滋
ぴ
ま
十
'a

し
な
が
ら
、
総
い
が
け
な
い
我
孫
子
町

V
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

i
ス
〈
機
臨
時
向
)
手
合
に
触
れ
る
コ
ー
ス
e

鯵
合
包
金
総
一
斉
ウ
ゅ
4
1ク
ラ
リ
一
l
乎
幾
媛
大
会
ガ
、
品
ヲ
年
は
滋
郊
の
差
韓
関
油
相
公
唆
性
会
掴
欄
ふ
災
織
さ
れ

家
す
。
務
織
の
中
、
我
閣
調
子
の
術
後
傘
き
間
同
然
観
睡
眠
や
、
滋
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
歩
く

A
淡
と
の
山
出
会
い
、

ふ
る
さ
と
務
発
見
怠
ど
、
ザ
ば
ら
し
い
体
紬
酬
を
し
て
み
談
せ
ん
か
a

各
一
あ
、
あ
絃
だ
も
、
あ
び
こ
探
検
隊
」
。

友
明
議
開
会
、
ご
幾
畿
で
ふ
る
っ
苓
」
替
相
刷
〈
絞
さ
い
。
問
問
い
合
わ
せ
体
育
回
開
〈
忽
1
1
5
5

金
南
関
…
持
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
!
大
会
は
、
子
市
山
V
脅
場
と
し
て
議
ば
れ
ま
L
た
1

鈴
織
づ
く
り
、
仲
間
同
づ
く
り
を
図
的
に
こ
の
ウ
々

I
ク
ラ
リ
l
抵
、
年
品
師
、

総
羽
本
レ
タ
リ

&
iシ
ヨ
ン
協
会
が
賎
伎
総
は
も
ち
ろ
ん
、
身
体
的
ハ
ン
ず
イ

初
回
年
か
ら
始
め
た
も
の
℃
す
a

察
下
々
ヤ
ァ
プ
も
賜
わ
ず
に
行
え
る
野
外
ス

で
も
浴
去
5
間
側
、
後
念
、
手
緩
と
問
問
ポ
I
ツ
電
総
孫
子
会
議
で
は
、
吋
み
よ

鍛
遂
、
柏
、
制
闘
志
野
、
航
問
機
内
各
会
場
、
っ
、
き
が
号
フ
、
か
く
れ
た
我
孫
子
ゅ

で
災
総
き
れ
務
eo
削
酬
の
今
開
闘
は
、
我
孫
そ
し
て
明
日
へ

l
L
を
テ
i
v
に
、
溌

を
の
約
孫
子
、
怠
れ
か
け
て
い
る
よ
フ

な
我
孫
子
町
殺
害
、
そ
し
て
米
来
に
続

い
て
い
く
我
孫
子
の
例
か
を
み
ん
な
で

識
し
く
場
事
な
が
ら
臼
凡
な
お
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
5
つ
め
コ
!
ス
骨
滋
恕
し

て
い
ま
す
。
(
刷
判
明
桐
狭
間
関
〉

お
気
軽
に
ご
都
世
加
く
だ
さ
い
。

w
v
チ
ー
ム
綴
成

3
1
5
名
で
1
組組

事
噛
碍
語
圏
撃
事
明
言

@
ウ
4
4
1
ク
ラ
リ
ー
と
は

コ
ー
ス
附
闘
に
従
っ
て
、
縁
側
聞
を
解
決

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
事
寺
、
時
帥
問
得

点
と
一
謀
総
得
点
的
合
計
点
で
線
、
7
野
外

ゲ
ー
ム
で
4
1
九

@
コ
ー
ス
滋

交
批
判
点
や
A
Y
一
磯
市
刊
の
ま
ら
淡
1
た
図

(
コ
?
悶
閥
)
の
逮
続
闘
を
コ
ー
ス
附
闘
と

い
い
ま
す
。

*
B
@
印
叩
同
同
制
叫
在
地
、
↓
向
附
は
進
む
万
向

明、す
q

本一
J

ザ
附
凶
と
コ
マ
際
的
縄
問
務
総
や
紫

紺
悶
南
誌
は
…
笈
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

*
次
的
コ
7
m
酬
と
開
閉
じ
地
形
が
滋
れ
る

ま
で
、
滋
な
り
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

*
必
ず
@
印
刷
閥
、
ザ
印
捌
開
め
殺
を
事
い

て
く
だ
惑
い
。

。品
Y
Z
ツ
タ
ポ
イ
ン
L
t
(
C
P
}

(
例
同
〉
印
の
と
こ
ろ
で
は
、
吋
惑

い
銭
箱
内
総
は
何
セ
ン
チ
!
?
主
な
ど

の
際
問
輸
が
山
山
ま
す
。
あ
と
で
渡
す
畿
圏

隅
用
紙
に
察
合
総
入
し
ま
し
ょ
う
。

官
仇
暗
躍
管

箆
同
盟
国

@
総
務
ゾ
ー
ン

コ
ー
ス
附
閥
的
中
で
斜
線
で
凶
ん
で
為

る
と
ニ
ろ
は
、
開
帆
終
ゾ

i
ン
で
す
。
ゴ

t
ル
織
に
関
騒
が
治
ま
す
。
凶
刷
開
問
者
肉
料

く
鋭
的
取
し
、
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
7
0

@
樽
点
淡

下
~
の
晶
腕
校
は
時
間
同
帽
押
古
一
と
線
路
得
点

で
緩
い
ま
す
。
時
総
得
点
と
は
、
中
小
鋭

戦
的
決
め
た
幾
録
時
間
聞
に
ぴ
っ
た
り
ゴ

i
ん
す
れ
ば
最
高
線
点
と
な
り
ま
す
。

今
出
掛
は
、
組
嬬
時
瞬
時
間
を
隠
し
タ
イ
ム
に

し
て
あ
り
ま
す
.
持
孫
子
町
内
悶
仲
間
、
同
居

申
~
を
ゆ
っ
く
り
長
し
ん
ぞ
〈
だ
さ
い
。

線
総
得
点
と
は
、
チ
エ
ソ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
山
曲
線
宰
れ
る
護
財
閥
内
務
立
で
、
と
れ

に
鋭
諜
ゾ

i
ン
の
蝿
押

h

口
者
総
え
た
も
の

で
す
。

2
つ
の
得
点
的
合
計
が
総
合
格

点
に
な
り
ま
す
。

@一一ツリ

1
中
の
注
激

途
中
で
幾
機
き
れ
る
場
合
は
必
ず
係

療
に
副
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
れ
九
、
交

縄
地
事
般
に
は
十
分
注
慾
L
て
〈
だ
憩
い
。

総
理
〈
齢
十
一
筋
。
崎
戸
石
間
内
総
本
ま
つ

り
が
綴
縫
さ
れ
ま
寸
匂
会
場
で
は
、

草
花
、
総
本
、
薬
剖
荊
紘
サ
ダ
ぷ
巾
繍
よ
り

市
街
く
紙
発
ま
た
、
識
し
い
岬
鳴
し
も

た
く
さ
ん

m管
し
て
い
ま
す
。
綾
子

小倉正一時
溝口昭

嘱入器 fこ

本議事業に
管理者

向Z
席
と
な
っ
て
い
た
収
入
役
に
、

小
金
玄
一
氏
が
滋
伐
さ
れ
ま
し
た
。

小
倉
氏
は
総
和
山
前
年
、
場
一
時
の
海
数

町
役
場
に
入
り
、
合
併
後
は
、
裕
社

部
鋭
、
A

即
断
出
掛
官
席
、
総
務
部
長
、
級

制
問
叫
刑
政
蹴
叫
問
問
等
‘
車
内
終
毅
を
歴
径
↓

昭
粉
5
年
4
R
7総
生
ま
れ
、
持
叫
所

は
十
申
佼
8
3
9
6
の
7
。

氏一止倉
、

ま
た
、
後
棒
渓
本
滋
古
学
業
管
輝
一
議

昨
日
間
期
漁

γに
伴
い
、
後
任
じ
滝
口

昭
氏
が
総
任
し
ま
し
た
。
滝
口
氏
は

酬
明
和
時
革
、
当
時
め
税
何
時
半
4

鮒
叫
役
場

に
入
り
、
こ
れ
ま
で
、
議
会
務
務
局

長
、
市
後
公
蜜
H

宮
、
総
務
部
長
等
を

綴
M
W
h

総
和
6
部
9
月
期
摂
生
ま

住
一
昨
は
世
間
協
向
山
2
1
1
的

me
民間

哨

品
郡
山
時
か
ら
(
写
真
淡
ぷ
…
は
、
一
向
日

と
も
午
前
出
時
か
ら
午
後
4
時
}

w
v
花
母
無
料
夜
十
噛
問
問
穏
と
も
午
的
削

日
時
か
ら
先
綴
2
1
0
0
お
に
ダ
ワ

ア
、
ベ
コ
ュ
ア
、
佐
々
チ
ク
か
ら
一

鉢
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
剣

w-醐
欄
築
様
談
午
前
閉
口
時
か
ら
午
後

2
時

守
閣
議
教
室
午
後
Z
時
か
ら
3
時

w
v
臨
響
需
用
は
怠
み
と
re

午
前
日
時

か
ら
先
着
1
0
0名
(
3
0
人
1
γ
繰

り
)
大

z
o
o
m門
、
小

l
o
o
m門

V
晶
ゆ
み
の
潟
S
L無
料
構
単
品
神
的

配
布
都
後
1
時
か
ら
小
学
生
以
下

光
務
5
0
0お
に
出
品
布
、
持
、
却
臼

内
管
内
有
効
。
中
間
夫
、
夜
叉
中
止
〉

V
ち
び
っ
ヰ
も
ち
つ
会
究
会
四
日

午
後
2
時
か
ら
「
一
間
帯
〈
何
時
は
初
日
)

vm闘
い
合
わ
せ
公
務
街
路
譲

そ
ろ
っ
て
嫌
し
い
一
白
を
議
ご
し
て
み

ま
暗
ん
か
。

み
な
さ
ん
め
こ
車
場
と
同
時
的
基
血
液
へ

の
ぷ
協
力
を
お
緩
い
し
ま
す
。

曹

v
花
壇
泊
ン
ク
ー
ん
の
鞭
彰
加
Hn午

員時:4月29日錦、訪日掛

午前10特急、ら午後4時

場所;手賀選公爵コミュニティIA場

滝口
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会計
四日

市
の
葉
山
児
童
予
算
は
蜘
す
図
活
援
護
凶
器
で
可
決
成
立
し
恋
し
甘
ん
歳
養
護
晴
彦
、
一
般
会

総
が
1
9
9
綴
1
5
0
0
万
円
で
蔚
隻
脚
脱
出
4
8
%
の
時
棚
、
給
部
会
獣
ガ
鈎
儀
2
4
8
0
お
内
セ
前
年

度
出
5
・
m
口
%
の
出
崎
、
水
滋
務
祭
会
計
ガ
m
出
峨
峨
6
6
6
8
万
町
内
で
6
・
0
0
%
の
減
点
な
り
設
し
だ
。
以
上

複
合
齢
制
し
た
市
の
総
予
縛
は
3
2
8
後
h
M
3
8
万
m
n
で
、
帥
制
絞
度
と
片
山
抗
戦
ザ
あ
な
刊
同
僚
4
2
9
3
一
n
m
内
出
増
、

3
・
9
%
の
仰
ひ
と
な
っ
て
い
絞
ザ
。
予
算
掴
糊
然
必
あ
だ
っ
て
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
i
卜
す
る
第
会
期

3
か
祭
露
目
最
に
綴
り
込
ま
れ
だ
義
務
警
中
宮
各
施
策
の
充
実
懇
意
と
と
も
に
、
財
務
護

保
と
経
績
の
磁
波
を
密
m
U
掛
概
念
総
財
政
運
営
の
帥
職
浪
後
目
指
し
示
し
た
。
〈
山
開
放
課
)

の

い
み
も

繭
舗
関
輪
開
騨

i
J

都

市

施

設

・

一

環

境

を

整

備

一

本

i
s
-
-
i
し

一
般
機
議
や
都
事
設
磁
滋
線
、
笠
岡
幽

杭
脇
田
明
、
公
開
側
、
排
水
対
策
な
ど
帳
鴻
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
綴
世
相
抽
暗
殺
整
僚

や
環
境
務
機
事
帰
慨
を
中
心
に
‘
友
と
し

て
投
資
川
別
総
曲
闘
が
支
出
事
れ
寧
す
。

*
下
水
滋
事
機
会
齢
制
繰
出
し
会
8
然

5
0
0
0
万
円

本
一
癖
本
対
策
事
構
(
っ
く
し
酷
判
例
措
鳩
山
持
、

米
京
商
枇
脚
本
路
改
修
事
耕
地
、
久
寺
家
叫
時

総
合
計
町
議
山
間
総
総
に
占
め
る
各
税
制
搬
手
紙
北
口
当
献
車
数
車
場
管
遊
楽

賛
同
口
の
談
合
は
‘
昨
年
度
に
続
部
土
本
業
お
よ
び
O
A
化
叫
推
進
一
事
業
等
、
を
鐙
り

組
問
が
紛
%
で
ト
ッ
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。
刊
誌
ん
だ
時
略
取
剖
貨
が
M
w
b
9
%
ι
絞
い
て

こ
れ
は
、
我
滅
寸
T
開
組
中
南
北
都
市
伏
滋
務
各
揺
祇
総
絞
め
島
田
遊
運
営
殺
や
一
ア
ィ
・

縁
、
総
本
対
策
率
裁
、
公
役
下
水
道
務
サ
1
v
u
ス
事
業
を
叫
旬
、
，
開
民
生
時
H
が
路
e

抽
用
事
裁
、
公
開
閥
的
官
僚
事
業
な
ど
の
縫
後
4
w
匂
{
俄
紘
v
烏
の
捕
博
物
餓
的
糊
艦
永
工

的
仰
に
機
泌
さ
れ
て
い
る
獄
中
巾
基
盤
務
徽
家
や
小
・
中
学
校
約
即
戦
持
皆
寝
室
竹
う

挙
議
以
務
総
約
に
予
算
成
分
を
れ
っ
た
教
育
榔
純
一
炉
問
ψ
2
%
な
ど
の
槻
酬
に
な
っ

た

め

で

す

。

て

お

り

、

会

体

的

に

は

事

震

の

生

務

総

ま
た
、
火
線
場
み
た
ま
仲
間
際
問
事
業
、
墳
の
向
上
必
お
話
し
た
も
内
マ
て

-

F

 
ど

河

費

m
円一也

万
)
薬
万
)

四
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事
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日
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務
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造
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総
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駅
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口
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ど

い
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能
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万
削
門

*
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営
盆
宅
線
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設
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轍
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万
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翻
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岬
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m
門

事
一
兇
灘
捻
蜜
事
蟻
(
紅
作
品
機
管
関
)
2

溶
4
0
1
8
湾
問

也
事
身
体
紬
岬
婆
審
議
総
響
機
1
怒
9
2

8
6
万
m門

集
落
人
ホ
ー
ム
鐙
穏
健
2
絃
3
2
5

6
万
m門

本
糟
神
薄
読
者
扱
後
セ
ン
タ
3
議
営
事

揖
8
6
2
5
万
m円

全
身
体
障
審
者
綴
絃
セ
ン
タ
ー
瀦
祭
事

蟻
7
8
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7
万
円
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人
議
後
セ
ン
タ
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営
事
構
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万
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門
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マ
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ホ
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営
事
蟻

G
7
0
8
万
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門

縁
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務
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緩
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務
総
鐙

事
轍
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万
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門
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ア
ィ
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サ
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ゼ
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セ
ン
タ
ー
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数
没
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潔
榊
師
事
難
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7
万
円

*
老
人
療
後
セ
ン
タ
i
建
設
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務
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、

…
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を
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、

金
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関
総
帥
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事
務
、
勲
務
鰍
関
税
率
務
、

戸
籍
、
結
帆
計
、
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開
校
、
選
挙
な
ど
市
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骨
四
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的
議
壮
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を
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打
、
フ
経
縄
問
が
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出
さ
れ

て
お
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務
的
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線
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率
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円
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験
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滋
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、
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と
す
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で
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守
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が
笈
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ωさ
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ま
す
a

小
，
中
学
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的
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湾
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地
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鎌
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榊
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事
業
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万
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、
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義
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反
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暗
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3か年
実経計閲スタート
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持協会計Ia:特定の家事護者安行うため、特定の

議入をもって特定の歳出iとあてる会計ないし1

2去す。今王手緩1<1:5会計で総額99寝室2480

J5fl3(5.8%語審)者苦言十よこしましだ。

{カッコ~Iまます高官年度l:t;)

(髄査事麗詑3.9%璃〉

g 密白鶴自~fID7RJ回

額子

ン
ブ
場
談
鍛
工
事
等
が
あ
り
ま
十
。
下

水
道
普
及
費
用
に
4
地
略
的
内
そ
め
徳
学

交
沼
流
域
下
水
滋
線
総
繍
総
裁
長
柑
間
金
に

2
慾
2
0
0
0
万
m
門
な
ど
の
事
4

業
費
を

附
持
込
ん
で
も
お
同
時
6
5
G
Q
一
M
m
門
(
お

叫
財
務
は
罰
同
氏
健
康
保
叫
関
税
、
師
側
際
支

8

%増
)
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

出
金
山
寺
で
給
わ
れ
、
被
保
絞
殺
的
総
梢
、

負
耐
問
、
山
山
薦
、
加
川
℃
な
ど
め
給
付
楽
業

に
h
M
同部
7
6
0
0
万
円
(
8
・
7
%増
)

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

E覇

防
隊
は
支
出
基
金
支
付
金
、
闘
機
支

出
金
、
県
支
山
間
金
お
よ
が
…
般
会
針
か

ら
の
同
時
入
金
擦
で
す
a

殺
人
保
給
法
に

総
づ
く
附
闘
機
総
持
授
の
支
払
い
が
主
な

液
検
で
、
日
開
僚
9
8
9
0
万
m
内
(
7
“

3
%滋
)
を
計
上
し
て
い
ま
す
ω

題

{む

2託公

議

時
間
高
仰
は
子
護
保
と
や
銭
滋
み
や
ゑ
り
ま

〈
相
官
一
戸
市
、

M
m
市
、
流
出
荷
、
議
ヶ
谷

市
、
綴
織
際
、
内
ω
仲
間
、
印
四
日
間
町
内
4

市
3
際
的
負
担
…
金
の
ほ
か
も
一
絞
会
叫
引

か
ら
的
繰
入
れ
金
等
で
附
わ
抗
、
事
後

沼
浄
化
的
た
め
の
模
倣
備
と
し
て
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
内
徽
銭
、
ア
オ
コ
の
日
同
紙
、
雑

排
水
モ
ゲ
ル
事
裁
u
R
相
…
金
な
ど
の
諸
古
学

縁日い
2
機
内
長
・

3
%楠
哨
)
主
計
上

し
て
い
ま
す
悶

都
市
議
終
的
魅
僚
を
践
的
問
と
す
る
天

γ

工
会
、
路
市
脇
町
、
中
山
附
、
都
朝
木
の
各
土
地

紋
泌
総
糊
情
事
裁
に
総
額
日
出
血
9
0
9
0

W
M
m
門へ
4
'
9
%減
)
を
計
上
し
て
い

ま
す
α

射
線
は
下
水
道
使
用
料
、
同
開
藤
金
山
間

金
、
地
方
四
問
、
下
本
滋
偽
M
M
m
A
瀧
な
ど
の

日
か
一
般
会
計
か
ら
め
総
入
念
等
で
時
開

わ
れ
、
ム
添
い
い
絞
殺
糊
拭
削
閣
に
口
健
1
0
0

0
湾
内
務
畿
内
容
と
し
て
、
公
共
下

水
滋
越
沼
迷
設
工
事
、
湾
問
山
市
内
本
中
川
棚
ポ

の
り
島
各

術
的
予
算
内
議
本
と
な
る
一
般
会
計
淡
竹
菩
れ
る
た
め
で
す
。

都j
然
的
歳
入
に
つ
い
て
は
、
米
総
隊
線
開
樹
海
支
出
金
は
H
臨時
5
9
0
7
湾
問

と
な
る
市
税
が
1
3
8後
2
0
7
9
万
を
計
上
し
て
い
ま
す
b

隊
機
中
丸
山
間
金
に

内
総
和
俊

LAべ
る
と
約
社
億
6
1

つ
い
て
は
、
問
機
繍
助
略
的
兇
複
し
に

0
0
湾
問
的
鳩

(
9
2
%増
)
を
見
伸
け
い
体
泌
総
惜
嫌
疑
等
円
一
部
が
引
き
上

川
臨
ん
で
い
草
す

q

ニ
れ
は
、
縄
県
気
め
好
げ
ん
れ
た
も
の
の
、
問
唱
和
日
年
度
か
ら

況
を
一
民
映
し
て
億
人
、
法
人
市
災
級
簿

3
年
間
に
わ
た
っ
て
様
効
準
的
別
魯
ド

内
神
び
が
酬
期
待
で
き
る
た
め
で
す
む
げ
祉
問
中
斑
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
殺
孫
子
駅

地
方
総
与
総
は
4
地問
3
2
0
0
万
円
沈
口
出
関
紙
街
中
験
車
総
滋
総
勢
町
市
苧
業
が

〈1
5
4
・
1

%出
哨
〉
を
計
上
し
て
い
ま
鐙
了
し
た
こ
と
な
ど
の
銘
撃
に
よ
り
前

す
。
こ
れ
は
、
抽
出
費
税
安
喝
行
に
仰
い
部
被
ぬ
4
M
m
の
障
と
な
っ
て
い
ま
す
お

離
方
向
帆
で
あ
っ
た
電
気
鋭
、
が
ス
制
怖
が
間
帯
支
山
罰
金
に
つ
い
て
も
〈
後
称
〉
為
的

穣
止
さ
れ
、
そ
の
か
わ

oh泌
総
務
義
博
物
館
閣
議
事
織
の
い
附
助
対
象
抑
制
分
が

と
し
て
立
機
5
2
0
0
万
開
門
が
総
か
ら
前
年
度
で
絡
す
し
た
の
で
、
隣
年
度
比

3 J億7000万阿(+8.7%)
E畿E宅鍵主義
主義委棄毒事業

2B億自8907宮内(+7.3%)

1 0億9080万円(-4.9%)

(: 5儀筋00万円(+8.8%)

老人係長室

公共下水

道草 著書 重量

土地区題

E菱重霊祭重量

手 資 沼

浄化撃事義

長
5
9
8
8

万

問

的

鰭

H
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4
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に
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ん
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市
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行
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フ
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亡
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ら
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議

事

判
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中
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税

交

付

支

お

零

れ

る

資

金

守

、

公

広

立

保

育

関

金

司

ゴ

ル

フ

棋

明

初

勝

税

交

付

金

、

制

利

子

中
流
山
開
念
、
践
的
保
護
支
出
金
、
老
人
総
援
の
心
日
数
容
的
の
た
め
に
同
時
か
ら
約
交
付
余
ー
交
滋
安
全
詩
策
特
判
明
交
付

綴
支
出
向
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
北
対
し
て
支
出
幽
さ
れ
る
資
金
で
、
間
関
念
、
倒
産
収
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簿
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事
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て
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幹
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徐
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け
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務
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問
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制
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営
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の
四
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問
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計
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一

事
象
と
し
て
‘
下
水
滋
開
問
途
切
廻
し
工
一

世
帯
・
泌
総
対
餓
等
に
よ
る
管
括
協
変
麗
お
…

よ
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網
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花
お
浄
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場
電
気
設
機
攻
防
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ヱ
一

勝
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妻
子
原
浄
水
場
ポ
ン
プ
滋
総
工
務

な
ど
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絡
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ま
す
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日制・
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町
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鐙
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5
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官M
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門と

な
っ
て
い
ま
す
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地
方
債
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借
入
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司
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総
事
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間
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遂
の
土
木
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を
荻
映
し
て
9
億

8
0
5
0
万
悶
(
H
・
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を
見
込
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殺
か
す
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y
コ
内
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波
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宮
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入
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資
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怒
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計
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械
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市
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民
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め
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統
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古
市
た
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ゆ
〕
町
制
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ど
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な
税
金
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含
ま
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ま
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本
市
民
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関
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2
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万
悶
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隠
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産
税
制
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4
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万町内

ゑ
都
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計
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綴

8
機
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5
8
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万
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也
事
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ぱ
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税

3
慾
3
9
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内

線
終
釘
動
車
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3
6
0
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一
隼
そ
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1
億
2
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m
内

瞳
覇
議
出
金
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綴
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5
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向

多
制
酬
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鵬
開
閉
閣
を
伸
、
っ
事
業
に
対
し
て
‘

市
が
授
欄
舶
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ
る
液

晶
躍
で
、
持
来
の
闘
拡
入
に
よ
っ
て
滋
淡
し

ま
す
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こ
的
資
A

説
法
‘
仙
柳
本
路
盤
崩
刑
事

業
、
公
附
間
前
競
機
感
議
、
術
営
住
宅
建
設

一
事
撲
な
ど
に
俊
わ
れ
ま
す
c

容譲

綴入

約
数
一
綴
殺
の
た
め
に
積
み
立
て
た
議

殺
か
ら
縁
り
入
れ
た
安
金
お
よ
び
特
別

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
資
殺
で
す
。

語
措
諜
村
醐
偶

ー

償

問

全
日
出
の
地
方
自
制
的
体
的
行
数
分
i
ゼ

ス
的
均
衡
を
お
る
な
め
、
各
附
附
誌
の
叫
射

殺
カ
に
総
じ
て
関
酬
が
夜
分
す
る
交
付
金

で
す
“

闘
照
宮
品
出
議

4
描
描

S
8
5
9方
向

機
支
出
金
と
性
格
が
似
て
い
ま
す
。

告鰻
護憲

議

州
削
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節
約
や

会
濃
化
な
ど
に
よ
り
訟
と
た
も
の
で
す
。

分
調
融
・
興
組
一
童

4
端
部

1
9
8
8
万
mm

条
同
開
な
ど
に
基
ヴ
吾
、
衡
が
級
人
す

る
資
金
で
、
阿
部
品
崎
将
や
鷲
人
ホ
1
ム
入

所
者
負
総
会
者

ν」
も
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す。
織
旗
開
制
何
@
事
数
料

2
慾
8
9
3
1
-
n
m円

公
的
機
絞
め
帥
世
間
科
、
証
明
手
数
料
、

し
阿
部
ゴ
ミ
同
地
建
手
数
料
な
ど
術
的
条

例
や
規
制
を
ど
に
議
ヴ
詳
収
入
書
れ
る

串
民
会
で
す
。

488.370予防(+325 .4~必

2，031.o9(}f-fll(十 6.5%)

933.8盟千円(-26，6%) 

1，748.860"fP号(-20.9%) 
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相
直
鈎
職
、
機
織
の
ゆ
眼
前
半
に
伴
い
、
人
殺
議
底
調
時
強
制
概
縁
故
一
区
一
回
世
胤
務
総
終
YH
開

制
偶
数
が
4
月
1
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行
わ
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4

m
悶
利
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四
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木
滋
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次
的
批
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(
水
道
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技
術

5
人
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脚
偶
数
や
日
升
務
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線
A
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ま
時
説
明
槻
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削
除
)
登
鳴
毅
*
捕
問
時
間
本
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次
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し
た
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滋
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制
激
戦
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異
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制
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次
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総
務
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路
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〈
叫
市
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関
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部
総
務
桶
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後
〉
一
閣

の
逸
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で
す
。
〈
カ
ゾ
3
内
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前
検
)
品
付
隆
次
*
醐
蹴
常
増
幅
精
鋭
閥
会
事
務
潟
後
〈
帖
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総
長
級
*
建
再
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総
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中
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町
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資
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総
務
課
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井
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総
務
総
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百
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③
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幾
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設
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線
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(
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縫
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鉄
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{
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滋
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(
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懇
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兼
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滋
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蜜
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鶴
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仕
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簡
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叩
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ら
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滋
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で
内
定
め
る
こ
と
と
す
れ
と
の
蜘
叫
臨
南
等
を
暗
殺

1989. 4.16 (4) U あ宣告755~華

教育総務部。社会教育部の 2部制に

教
唆
政
官
悶
民
会
で
は
、
品
執
行
体
制
を
強

化
し
学
校
教
育
設
が
社
会
教
育
的
交
如
慨

を
綴
る
た
め
、
沼
崎
関
内
1
白
川
刊
で
怒
絞
め

導
入
線
全
含
む
機
構
改
珠
を
行
い
ま
し

た
。
ニ
れ
に
よ
り
、
勺
教
育
総
務
総
L

、

「
校
舎
教
育
部
い
め
芸
部
が
設
議
さ
れ

た
ほ
か
、
公
民
曲
師
が
弘
執
念
紋
符
濃
か
ら

独
」
ぱ
吋
ま
か
ん
設
会
教
育
謀
、
総
務
館
に

係
が
新
設
さ
れ
ゐ
な
ど
司
さ
ら
に
器
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
怒
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

博
物
館
慌
を
新
設

国
審
館
は

2
保
へ

後:iE 君主議会

庶務係

主義 設 係

管 理霊係

学務係

然綾給食係

技会数脊 i嘉

文化係

官奇少彬係

公民主意

少年七ンタ

館一一一図書事長室係

湖北台分館

事数分絡

船縁

興 係

従
軍
拙

手士会総育課

指導事務

E護

'm史編きん係

144 

市
で
は
、
こ
め
ば
い
と
一
市
役
所
的

議
紛
争
お
知
ら
せ
す
る
総
子
、
「
暮

ら
し
の
縦
約
綴
」
音
作
品
試
し
、
阿

南
円
由
国
給
食
骨
…
泌
ヒ
て
、
各
ご
家
附
織

に
お
総
け
し
て
い
ま
す
。

町
内
自
治
会
な
ど
に
州
出
入
さ
れ

て
い
な
い
ふ
々
は
、
市
没
記
刷
、
各
宏

一
昨
、
行
政
議
時
開
制
刑
に
も
置
い
て

島
守
ま
す
の
で
、
お
や
数
で
す

が
そ
ち
ら
で
お
受
け
取
り
〈
ご
さ

ま
た
‘
町
内
務
総
会
な
ど

が
終
成
さ
れ
て
い
な
い
効
柏
崎

で
、
こ
れ
に
か
わ
る
越
線
〈
綴

宅
管
翠
綴
骨
な
ど
}
が
あ
る

受
在
、
広
務
露
滋
広
報

統
計
Mmま
で
ご
迷
絡
い
た
だ

け
れ
ば
騨
滋
い
た
し
ま
す
e

v逮
絡
先
政
織
広
臨
時
議
広

報
総
針
係
官
(
酪
)
1
1
1
1

(
内
線
2
1
0
・
2
2
9〉
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却
歳
か
ら
出
続
的
方
で
、
的
役
所
地

で
協
同
同
年
金
に
加
入
し
て
い
え
人
〔
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
的
一
番
(
総
銅
3
号
)
と
白
己

納
品
目
〈
輔
m
m
z
時
ず
)
〕
は
、
制
樹
氏
年
金
乎
問
問

に
級
住
務
を
狩
出
入
し
、
伐
材
開
子
市
へ
的

登
録
走
行
い
ま
す
の
で
、
生
む
も
の
を

持
事
丹
、
ヮ
え
年
金
銭
で
仲
出
品
川
後
従
手
緩

急
を
お
級
い
し
ま
す
幽

ニ
的
手
絞
与
を
気
、
れ
ま
せ
ん
と
、
由
同

己
仙
納
付
(
措
置
別
3
号
)
の
方
に
つ
い
て
誌
、

今
後
納
付
裂
を
お
送
ワ
守
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
保
険
科
を
納
め
る
ζ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
将
来
的
年
金
や
、

不
畿
の
務
設
な
ど
に
よ
る
際
謀
略
金
等

が
受
給
で
寺
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
&

泣
く
だ
さ
い
。

。
多
織
さ
に
品
開
婆
忽
も
の

〈
牢
命
多
T
八
分
)

①
年
金
事
絞
・
陥
閥
凶
昨
年
金
主
療
生
年

金
(
あ
る
だ
け
会
部
〉

ω説明
在
加
入
L
て
い
る
鐙
敬
保
険
吾

郎
議
席

を

労
働
保
険
(
労
災
保
険
・
湿
路
線
険
)
こ
の
手
続
き
が
返
れ
ま
す
と
、
放
出
制

的
平
縦
一
高
年
波
の
概
算
鍬
険
料
と
紛
が
保
体
硝
粍
の
蛸
酬
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

和
制
年
度
の
篠
山
品
係
険
料
の
申
告
・
る
ほ
か
退
散
余
が
譲
せ
ら
れ
る
ニ
と
が

納
付
は
5
u
月
四
お
ま
で
で
ず
。
あ
り
ま
す
の
で
、
納
阪
市

nu必
ず
申
倹

轍
噛
備
概
念
由
の
繍
鴎
富
ん
お
欝
み
明
-
加
す
か

め
耐
同
色
納
付
{
蹴
盟
副
判
1
号
)
的
人
は
納

付
液
領
収
愁
ま
た
は
京
洛
し
記
載
の
細
川

会
設
綴

童
除
し
た
人
は
義
夜
明
議
{
退
…

臨
崎
年
月
自
の
わ
か
る
も
め
)
一
労
餓
係
叫
問
料
は
、
革
度
地
対
初
に
続

出
W
総
齢
し
て
炎
の
絞
絡
に
な
る
人
は
…
務
申
棋
で
納
付
し
、
翌
年
度
内
高
一
割

第
3
著
書
役
所
、
詩
文
言
章
一
口
重
廟
合
的
う
え
一
繍
算
す
る
こ
と

な
お
、
4
4
4

援
を
扮
央
さ
れ
た
方
は
、
と
怒
れ
て
い
ま
す
。

線
交
付
期
綴
を
し
て
く
だ
さ
い
砲

て
お
り
ま
す
。

申
告
・
納
付
手
続
器
等
に
つ
い
て

の
紛
い
合
わ
せ
は
、
子
獲
労
鈴
輩
和
準

口
河
惜

6
4
7
2
〈
日
刊
〉
5
2
1
1
又
は

保
験
料
の
納
め

ど
討
ヨ
パ
k
q
d
3
w
m
k
u凶作
初
、
L
P

事
れ
は
あ
り
ま
せ

関
民
年
品
底
的
保
険
料
的
約
的
怒
れ
は
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
、
F
か
。
鶴
湾
納
め

あ
り
ま
せ
ん
か
。
昭
和
総
都
度
保
険
料
に
行
〈
手
数
が
は
よ
け
、
納
め
忘
れ
も

納
付
設
は
4
m
月
鵠
日
以
降
後
用
で
針
金
な
く
安
心
で
す
れ
組
問
食
泌
総
、
綴
山
由
印
、

せ
ん
の
で
、
約
め
忘
れ
が
な
い
か
い
ま
納
入
滋
知
潜
令
殺
害
し
、
あ
な
た
の
預

一
変
ご
後
訟
く
ど
き
い
。
金
口
燦
の
あ
る
布
市
内
金
総
機
関
〔
線
開
関

係
絵
科
的
仙
例
行
は
‘
あ
な
た
内
務
合
絡
を
除
〈
)
で
お
巾
申
し
込
み
〈
だ
さ
い
a

n綴
か
ら
綴
り
替
え
る
口
注
長
総
仁
し
議
問
い
合
わ
せ
附
闘
派
年
余
裕
年
金
係

「
一
一
一
人
の
ヂ
仲
間
が
お
絞
殺
に
な
り
、
長
闘
再
に
山
出
掛
け
る
二
子
供
達
炉
事
故
に
で

〈
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
と
い
も
あ
っ
た
ら
大
変
で
す
か
ら
ね
J

る
だ
け
も
の
い
い

L
t関
口
一
番
、
ポ
!
時
い
い
は
紛
本
、
梶
山
削
な
ど
に
下
見
に

イ
ス
カ
ウ
ト
持
銚
子
第
…
間
関
係
者
に
出
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
が
「
品
回
答
ん
よ

感

謝

し

た

。

〈

協

力

し

て

く

れ

ま

す

か

ら

、

余

録

的

第
一
閃
と
の
つ
糸
川
あ
い
は
、
的
和
羽
苦
労
は
な
い
よ
い
と
キ
ッ
パ
リ
。

年
め
岡
山
的
問
絞
め
と
き
か
ら
込
削
削
山
献
に
あ
キ
ャ
ン
プ
で
は
‘
子
供
途
と
一
緒
に

た
り
、
団
長
的
機
川
辺
準
滋
さ
ん
や
役
H
H

町
村
問
中
吉
正
常
し
ん
か
ら
同
議
い
を
受
け

子
供
が
入
間
凶
a

そ
の
時
か
ら
、
育
成
金

的
γ

部
品
別
に
取
り
緩
ん
で
い
る
。

日
年
か
ら
は
育
成
会
会
長
命
務
め
る
ゐ

喜
一
官
成
金
は
、
臨
時
四
H
が
活
動
し
ゃ
?
い
よ

イ
?
?
に
援
助
支
吋
う
た
め
、
父
兄
で
線
機

4
…
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
肉
食
。
月
一
泌
総

級
一
疫
の
鎚
止
め
A
交
代
雲
州
場
立
法
掘
、

刊
一
キ
ャ
ン
プ
坊
の
下
問
地
な
ど
を
行
、
7
0
悠

N
W一
専

寺

予

告

す

る

と

左

下

(
 

vr お

ま
く
ら
を
並
べ
る
。
「
共
に
体
的
融
則
し
て
い

る
と
、
子
供
向
考
え
て
い
る
こ
と
が
身

授
に
感
仁
ら
れ
、
総
論
に
な
り
ま
す
h

子
供
漆
め
よ
き
総
総
務
で
、
人
生
の

ア
ド
バ
イ
ザ

i
o
人
納
骨
慕
い
、
自
営

問
晶
表
世
手
伝
い
に
来
て
い
た
障
災
も

も
た

b

千ま霊祭務少年務成
功労者昔話章芸者警告けた

げ 営い

下 職
(主主 木〉

な
ん

キ
は
お
子
事
ん
も
成
人
し
、
独
立

し
た
も
の
の
、
勺
狩
少
年
の
た
め
に
な

れ
ば
L

と
会
に
絡
を
鐙
〈
a

こ
れ
ま

で
に
苛
合
平
複
線
財
閥
、
社
ム
窓
制
官
品
世

師
同
な
ど
も
滋
め
‘
役
会
教
育
的
大
切

替
を
訟
よ
り
も
自
覚
し
、
子
棋
漆
と

の
ふ
れ
あ
い
を
傍
よ
り
も
援
す
。

崎
明
辺
阻
州
議
は
「

1

青山
Y

年
の
た

め
の
総
広
い
議
動
が
総
め
ら
れ

た
の
で
し
ょ
、
ヮ
い
、
ー
閉
山
で
も

犬
猿
官
僻
ん
で
い
峯
よ
と
脅
を
ね

ぎ
ら
、
フ
。

お
子
助
役
ん
を
人
間
側
さ
せ
た
数

機
は
と
尋
ね
る
と
弓
議
捕
時
ま
し

い
ゑ
治
を
渋
る
人
に
蜘
悶
っ
て
ほ

し
か
ゥ
た
か
ら
で
す
」
と
機
足

そ
う
に
微
笑
を
神
げ
か
べ
た
。
目
出

品
同
作

さ
れ
る
よ
う
お
綴
い
し
ま
す
a

な
お
、
磁
怒
保
険
に
か
か
る
係
検
特

的
免
絵
車
検
は
、
格
抑
制
年
4
n
か
ら

蛸
酬
の
鮮
外
を
除
寺
山
間
歳
以
上
と
な
っ

罰金もら*一一一一軸

柏
帯
綴
議
滋
義
察
官
(
倒
〉
A
V
2
4
5
、

松
戸
公
挑
戦
業
禁
物
品
所
世
6
4
7
3

{
同
町
)
6
1
0
6
に
お
た
ず
ね
〈
だ
き

し

騒司自慰路翻磁磁波瀦係書fi富 議輔 耐震 桝磁 波誠 偽溜

約
機
銭
授
で
は
、
止
め
と
お
り
今
年

度
的
練
悼
家
総
務
警
晶
滋
し
ま
す
。

踊
噂
噛
瀬
崎
勝
口

V
悶
時
務
1
・
2
・
3
金
問
地
H
n
午
後

2
時
か
ら
3
時

V
捕
崎
一
朗
結
保
幽
蹴
紛

V
対
象
。
心
的
機
で
悩
ん
で
い
る
方

市
山
手
棋
の
悠
凌
や
心
的
状
態
が
気
に
な

る
ガ

V
内
容
繍
託
脳
陣

ιよ
る
柊
銭

V
申
し
込
み
総
務
で
?
?
紛
議
へ

v
a時
務
2
・
4
火
師
噛
臼
午
後
1
時

か
ら
3
時

相
v
岨
噌
掘
削
品
相
似
幾
所

w
v
対
象
①
ア
ル
コ
ー
ル
で
お
鱈
り
の

方
向
W
シ
ン
ナ
ー
、
帯
雨
紛
乱
闘
m
で
お
溜
り

の
方

w
v
内
務
ア
ル
コ
ー
ル
専
門
緩
に
よ
る

臨
時
年
海
副
叶
憶
ヵ
隊
員

寧

轍

輔

さ

ん

、

覇

欄

轍

晶

叫

ん

骨

盤

融

醜

務
年
構
外
回
帥
カ
徐
と
し
て
稔
任
す
は
甜
か
組
問
的
問
問
向
精
途
上
田
櫨
へ
約
l

る
湖
北
窃
議
怠
の
平
塚
由
紀
乎
き
ん
9
0
0
袋
内
隊
長
山
炉
開
T
身
で
絞
後

九
四
歳
)
と
災
五
台
夜
銭
的
篤
場
節
子
し
、
松
前
閉
め
閉
四
づ
〈
り
、
人
づ
〈

古
ん
〈
路
線
〉
が
、
任
術
開
へ
の
出
発
に
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

先
立
ち
、
3
月
鵠
日
(
京
)
、
大
井
一
一
中
地
き
ん
は
3
n
u
u
n
n
に
、
4

雄
前
援
に
あ
い
さ
つ
に
見
え
ま
し
た

E

月
z
n
n
に
は
罷
門
機
さ
ん
が
、
径
恩

こ
の
続
開
附
に
対
し
て
、
大
井
市
長
は
党
内
グ
ア
テ
マ
ラ
、
パ
ン
グ
ラ
ヂ

吋

2
年
間
関
紙
磁
っ
て
き
て
〈
だ
幸
い
L

シ
み
に
向
け
て
、
成
間
関
空
惑
か
ん

と
激
動
、
記
入
に
記
念
品
を
織
り
ま
持
側
聞
と
と
も
に
出
発
し
て
い
h
n
v
ま

し

た

。

し

だ

。

窺

池

で

は

、

平

地

き

ん

は

榔
防
御

γ
樽
外
協
力
隊
事
砕
離
は
開
閉
和
m
w
家
敗
、
際
的
岨
暗
号
ん
は
出
世
弘
慌
の
毅
導

年
に
政
府
率
緩
と

L
て
発
援
胸
混
植
に
あ
た
り
ま
す
。

一
一
一
月
に
入
る
と
、
滋
識
や
畑
の
識
で
手
に
生
え
た
光
景
は
の
ど
か
ぐ
い
か

?
キ
ノ
ト
ウ
が
墜
に
付
く
よ
う
に
な
る
。
い
ι
も
審
が
来
た
と
い
っ
た
時
間
じ
に
な
る

フ
キ
ノ
ト
ウ
は
フ
キ
の
花
茎
で
、
臨
フ
キ
の
ザ
臓
は
緩
め
て
鐙
く
、
装
が
地

維
が
削
抑
的
棒
に
な
っ
て
い
る
。
花
を
拘
凡

て
紫
色
叫
略
的
強
い
の
は
雄
株
で
‘
白
っ

ぽ
い
の
は
磁
稔
で
あ
る
。
雌
地
悼
の
薬
は

や
が
て
長
く
伸
び
て
繁
を
結
ぶ
。

フ
キ
ノ
ト
ウ
が
臼
場
た
り
の
良
い
土
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仇
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午後ヰ害事〈哲男そC号機合1<i:5降格Eヨ〉

惨場務 手重主主笠公言語ユミュニティ

lぷ著書 だめ、市伶交所怠語表に毒薬織さ撃を善要

歩チームの護運成 IJI学生0gu"'15 殺し殺し段。これから i患者要望雪015

主主以内、湾与子大人の君6"，1むをヨ1泣潟、 尤々ISど重量箆、ど議選をi司いな1J

1王子大人の密都 知モヨi以内〈大人の S務めてEまいりま売す。

敵手中学生以よ:) 炉軽患い合わせ 議室著書芝草官(89)4おヰ コF祭聖書護霊感翁総合初訟是枝ンヲー

:Z22332L記憶器開頭江主了?333Z22Z
議所総引きコ究会幾付幾重量総重量まま 6Fヨ守防〈本〉から9BC言詮〉ぎセ a; 主主いようにお縫かめください。

(89)1329、震討議官(総)2277 行われる富十磁器の定期按霊童に?と立 総しくi正午薬問長法il1叩 9-1警護

務、ヰ尽下旬から警事前喜尊重唱を行(，¥ま霊堂21すき!総センター窓0472(27)

.rnf;l~墨書量麗党首誌をき分菌室 87-3055
嘩市民慾霊童館あ佼分主宰 89-13竹
輔君IlJe思図書霊童書務量出雲望書書館 87一郎総

@市民体雨量意 87-1155
申書喜子宮器提議機務節約 竹71
嘩易体担聖書盤寄裕子主センター 88-む141
@あら務繍 88--41E巡
骨つつじ経 88-0123
構生活重軽襲撃銃〈浄化縫)87-2379 

(こゴミ)87∞15 (し燦)88-2547
傘務俊磁波鱗センター 89-3740
轍天5王台北遊撃韓センター 82-9総書
縁起盟~~台市総センター 88-9司27
敏子E佼応策センター f望号… 1193

紗白勝 4月23Eヨく俗〉午後守書事~

3ff寄30分〈参主語無料ー言語米中止:)

炉喜重白色線習包毒事

p.対象 者m以苦言、君主コ…ス303

除機所 Fち然体袴豊富テニスコート

砂繁隠 さきコ…ス1000P弓
事許申し込み・程塁い合害)t主 J¥丈fキ

C宇告室謹コ…ス、住長持、氏名古年齢、

性刻、 震撃i'o塁悪雪宅を号是認しヰ月28匂

〈灘E自衛聖書〉までにd戸際司教湾霊整

露呈重量惨害霊祭へ〈揃lノ ll>ih空手畿の場

翁1立主主主謹〉

正担ゑ議事事変重己千百し主堂守。 設霊祭苦毒殺IiI:

引きやaiI陸自j己主主期している席連互号、

主題議、務院、学校主主どを対象1;:総

務震が{奇い殺すので、よさ観主lをお

審員いし主ま芝10
1>筒い合わt主 丹ヨ民主主宣言喜望

尋問1号おからそよかぎ聖書(務動

慰霊撃童喜怒〉 の聖母氷室予ステ…シさヨン

a議務ガ、おらき聖書ストヌヲー襲(こ

変警察lこはりさfす。ど浅草量く主すがいo

t.罪悪い合ね廿 認動臣事務室皇官(87)

ωω 

担艶塑辺三副

告110へ

噂
I?NTT主主主菜子襲撃報機話!間野球苦患

者華から霊号室主題喜重量{騎o主主主ち1こと際恕

ニド、ソトの霊望書議ガおりをました。

。ベンリー苦手毅湾総事董〈ぞき松〉から

掻訟のた/1)1こと鈴仰向0l'警i¥J;(1iJ1j

り室長しだ。

。日雲監r事詩的会話重から社会議後E器量量
重喜露蓄基金1己点守応用o寄付1JiJ1j':J

ミ安しだ。

。{紙〉二千葉線行委主孫子安島監僚から

どデ才教材「平案文学総歩Jo総
鐙がありましだ。

<::>B;$:富言書記労韓議総合我滋ヨ¥，-，廷を罫軽量

が白隠 41'幸吉吉田〈認〉とF詰寄8~寺30 t.語霊長野 充満~~台中決公壁議 砂災B事提言罪悪 平成2王手守月三転B霊さ かの身体重章慾害者重祉12シターにと

t.対象 F宮内-ere控室づくりを憲章著書分〈製自3更の襲撃合1<i:4i=l30Eヨ〉

惨華喜男持 率選定盟公霊童産主主主緩 t.j花道重湾問 71'寺25Eヨ(;JO~81'ヨ èしない長自人及びE主体でEl~己望書提3

砂重謹白 一敏男。t;r.ダブルス、壮年

男子ダブルス

惨事書00凝絡道機':E以上の渇ftI主E

主主、波数o汚およぴ遠島読ままま襲会霊童

炉建参加重量 1チ叩ムオ伐lOf可

象台申し込み，問い合わせ ハガキ

1之主主再号、 氏名、 待言語、 霊雷雲主主閥、

I~ートナ の氏名高記耳目認し、 41'寺

22Eヨまでに量挙1-1号…9ヰ終IEモ宮

(82)お52へ

48(重量)10主主l1Eヨ 聖堂軍事しているらrr!以上の花壇(プ

惨銭鈎弱 やま善人主主共和華麗t上主替、 ランタ~毒事であってもおrr!以上で

草草剤、統然〉 あれば笥〉

炉実照 ら万F号(旅券費支得機種聖く〉 炉民監察英語匡書 写真~2怒11'ヨ20日[:t)

S静臼喜善 4月25Eヨ~51'司11Bのtrì t.著書泌総繕 領内tE主主、宅配聖書、そE 1.t5~さ月初尽く)I()

7主・フド襲撃臼(51'守4Eヨ主主義主<)寺前 殺する潟20.緩から29議 (4i=l守防 砂罪悪い苦言わぜ 公言語話通E害総

10喜幸~IE守 望書写ま〉のおc'、 i患緩や章棄事欝等で長

þ.~霊E竃党毒事20主号 機の陸自体主主童話者託行っているお守主主役

砂請書都市民事本鈴鹿習 は務少ま手重宝絡をお当している王宝

1>申し込み・縫い合わせ/¥11キ 砂申し込み・筒いさ主ね役 4月25

に:!主語号、氏名、年寄事¥機筋、書室長話

者番号事を際犯し、 df5696事実商事控室主

1>8持 4月27臼〈アド)~3üEヨ(8) 主主体爾綾器(87)1155へ

とF産自9替菩~午後ア持(チ'71)7'-ィ

lID売会聖書控室〉

砂緩衝 1bJi主会蔵官祭な・ 3会総家

事検罪悪い合わせ !jI喜懇宮(88)8071

高蚕一生活講演会l
1>8事事 41'者28B(金〕午後2時事~

4善寺〈入議終判〉

砂場所 天来季雪;jt近隣センター

炉内容 より雪~~主て~aラいしい水害を

..~審車躍 出口選誠氏〈雲監際王寺ソン

学会問;$:，互主思議室主主宰鎚〉

t.罪悪い合わせ rn主主主主主主家

i語語議韻語研
修包草寺 5ぬ19Eヨ〈主主〉午語MO~寄~

午後ミヨ官事〈入場終戦〉

b韓議所 著書蕊野文化Jt¥-)(.，

炉内著書 *益事凝っ訟の重量かさち唱を作

ろうJ 政戸トラフシEヨシ

b申し込み・際奪い合わt堂 守二薬害霧

禦尽き主主警察惜Qil72(23)2290(主主績

!こなりしだい緩め切り芸ます〉

両扇通函語1

T.8事者 4尽23尽からの主BI'司書草2、

48~雲総 事B絞:午詩草10君事~11草寺

30分 中級・守2後守喜事~~主将幼分

b綴街中決公際空宮

b喜重量鞍料 尽ぬ告号F守

..~聾師 き差総氏〈中閣人留学生〉

砂申し込み・豊毒い若宮わせ 4符23

臼駁獲量霊場へ。森官(82)2248 善

沢ft(82)6533

して。

惨 8~者 ぞう舟28臼(pヨ〉午後お佐奇書著

書室〈隣著書午後モ3喜幸お分〉絡会隊長議

要素子qの事警なる霊長滋の中小企業の

主主ガ、キ§互における授を語、 F日滋害警

の慰霊童i之島署し、経験や覧室主霊祭換の

場-eす。〈著書1副総軍司〕

惨対象 燃がj中小企業の絞言語讃

診察幹し込み・鱈い会わせ 41'ヨ28

BC金〉さまで!こ、所伎の総務襲撃に主主

苦言語暗雲遣を添えと千葉子哲市機密守→

守要望罪事工労霊童自1工議謀総毒事害者官04

72(23)2445へ

民主註書室内売おひそう;(1'つ、臨望書室長室盟諸

;jt台分霊官、軍事務総術佐分査室、中然

公民銀、告さそごう、 ro.霊長遺産量、 E読

手とうきゅう

I>E軍隊 5月318(7Jく〉午後守際~ I t.入書露料 S~話45∞F号、 M者4000

4跨 IPl、 お席35C必Pl(余罪主張認定〉

1>議長野 千代!Bg公会霊堂 11>入場券発警官所 平霊童書害総、 .itα 後3偽物分〉

I>f号聖書 ネ期連封書人のi悲喜2望室長議会 lひらが、ブ、yヅススズキ、熊持議室 惨入場事ヰ 訂正治的〈主主絡を達自〉

事寝室吾*公塁審畷霊長 cj自球告官綴畿で定吉 1，話、モヨ111軍事光霊堂ーあびこサーピス

護軍する女だわゼンタ炉、レコートごまちっぷる、十 重量産議、隠さj'eこうさき培うを除く上:ilG

砂申し込み・要望l，¥合わtt 4月28 1一票護霊童勝、ダイエー我孫子呂、ノ式 発売新

回く重量〉殺でじ雷雲話で二千葉綴人少年 11::"一、ミリオン装総裁主義子勝、湾 海釣い合わせ 主主窓被害著書襲

警護宮0472(51)必47へ

スアiノニ守カセvトー主主め寄機1JiJ1j

り訴しだ。

。主主E菓子銭動機霊童絡協防総務僚か

ら10ま5fllの悪事{寸;(1ありまし定。

。主主主草子殻洋書韓友の会緩から社会

福才u題言設整課事室重重量iこと23万お6E陪

の整害対Jヴおりさましだ。

。パチンコフラミンゴ緩くつくし

軍事〉から鰯星第マザーズホーム fひ

をまわり童書J iこと子供馬場達、タズ)[，
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